
関西道路研究会「自主研究会」設置要綱 

（名 称） 

第 1条 関西道路研究会会員を中心とするグループによる自主的な研究会制度を「自主研究

会」と称する。 

（目 的） 

第 2条  ｢自主研究会｣は産官学から構成される複数の会員等が自主的に参画し、道路及び

道路に関連する様々な研究課題を自ら設定し、情報交換、調査・研究を行うことに

より、会員相互が道路及び道路関連技術に関する見識を高め、もって道路に関連す

る課題の解決の一助とすることを目的とする。 

（構 成） 

第 3条 「自主研究会」の構成は以下の通りとする。 

1. 「自主研究会」の最小構成人員は５名とする。最大構成人員は特に規定しない

が、運営可能な範囲内とする。 

2. 構成人員は関西道路研究会会員を基本とする。なお、自主研究会活動に必要な

意見・情報を得ることを目的に、会員以外の参加者を含めることができる。 

3. 「自主研究会」は代表、副代表（会計・幹事）を届け出るものとする。代表及

び副代表（会計・幹事）は会員でなくてはならない。 

4. 複数の「自主研究会」に参加することはできない。 

5. 構成人員に変更・異動が生じた際は、代表は会長に報告しなければならない。 

（応募・審査） 

第 4条 「自主研究会」への応募には、以下の内容を会長に届け出なくてはならない。 

1. グループ名 

2. 研究テーマ 

3. 研究テーマ選定の趣旨と目的 

4. 全構成人員の氏名、所属、連絡先、会員種別等 

5. 研究工程表(初回工程表は２年以内とする。) 

6. 概略予算 

２  上記の届け出内容については、会長・副会長・評議員等で構成される自主研究会

選定委員会にて審議し、設置の可否を決定する。 

（運営・補助・存続期間・報告） 

第 5条 「自主研究会」は、調査研究に必要な運営費として、旅費、会場費等を、年間１０

万円、総額２０万円を限度に補助を受けることができる。ただし、当該年度に設立

される自主研究会グループ数により限度額が削減されることがある。また、補助さ

れた運営費は年度ごとに精算し、会長に会計報告しなければならない。 

２ 「自主研究会」は、研究活動終了後速やかに研究報告会の開催または報告書を会長

に提出しなければならない。 

３ 自主研究会の存続期間は承認日翌日からその次年度の年度末とする。概ね２年間の

調査研究ののち、さらに内容を深化させるため引き続き 1年以内の期間「自主研究

会」を継続させることができる。ただし、その場合は、企画内容等をあらためて会

（改定版） 



長に提出しなければならない。 

（「自主研究会」選定委員会） 

第 6条 選定委員会は、関西道路研究会会長及び会長に指名された副会長、評議員により構

成する。 

２ 選定委員は５名以上とし、委員長は会長があたり委員会を総理する。 

３ 委員長は、所定の時期に選定委員会を開催し「自主研究会」設立の可否を審議し代

表者へ結果を通知する。 

４ 選定委員会は、研究成果等により当該「自主研究会」を特別委員会として活動する

ことを関西道路研究会会長に推薦することができる。 

 

(附則) 本要綱は平成２７年４月１日より施行する。 

    平成２７年１２月１日一部改定 


